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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
2020年度

第２四半期連結
累計期間

2021年度
第２四半期連結
累計期間

2020年度

会計期間

自2020年
　４月１日
至2020年
　９月30日

自2021年
　４月１日
至2021年
　９月30日

自2020年
　４月１日
至2021年
　３月31日

売上高 （百万円） 65,722 89,698 138,454

経常利益 （百万円） 751 10,464 5,532

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,927 8,719 6,131

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,413 9,199 6,825

純資産額 （百万円） 92,697 104,434 96,402

総資産額 （百万円） 263,130 275,117 270,760

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 124.19 369.97 260.17

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 35.2 38.0 35.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 12,529 12,157 22,654

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △13,675 1,652 △25,012

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 12,133 △10,263 10,051

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 30,649 31,178 27,613

 

回次
2020年度

第２四半期連結
会計期間

2021年度
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自2020年
　７月１日
至2020年
　９月30日

自2021年
　７月１日
至2021年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 33.69 219.30

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 
 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(１) 経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日までの６ヶ月間）の外航海運事業において、ド

ライバルクにつきましては、中国の鉄鋼原料調達先多様化に伴う輸送トンマイルの増加、滞船増の影響で船腹需給

はタイトとなり、当中間期を通じ堅調に推移しました。また、ＶＬＧＣ（大型ＬＰＧ運搬船）市況は、世界経済の

回復から６月頃までは上昇局面にあったものの、船腹需給は緩和傾向となり総じて低調な推移となりました。内航

海運事業は国内製造業や建設部門の回復が牽引し鉄鋼原料貨物を中心に輸送量は前年同期比で増加いたしました。

　燃料油の平均消費価格につきましては、当第２四半期連結累計期間の高硫黄C重油がトン当たり約406ドルとなり

前年同期比では約145ドル上昇、適合燃料油がトン当たり約522ドルとなり前年同期比では約150ドル上昇となりま

した。また、対米ドル円相場は期中平均で109円33銭と、前年同期比では１円66銭の円安となりました。

　このような事業環境下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は896億98百万円（前年同期比36.5%

増）、営業利益は113億１百万円（前年同期は17億85百万円の営業利益）、経常利益は104億64百万円（前年同期は

７億51百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は87億19百万円（前年同期は29億27百万円の親会

社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

 

当第２四半期連結累計期間の各セグメントにおける営業の概況は、次の通りです。

 

外航海運事業

　当セグメントにおいて、ドライバルクにつきましては、鉄鋼原料、穀物等の海上輸送需要が回復、全船型で上昇

しＢＤＩ（バルチック・ドライ・インデックス）は９月末にかけ13年ぶりに5,000ポイントを上回り、フリー船隊

の収益が大きく伸びました。ケープサイズ型撒積船（18万重量トン型）市況は、世界経済の回復に伴う旺盛な鉄鋼

需要に支えられた一方で、新型コロナウイルス感染症拡大に起因する港湾検疫強化、船員交代等で船舶の待機時間

が増加し船腹供給が絞られたこともあり、主要５航路平均用船料率では４－６月には平均３万ドル強で推移した

後、７―９月は７万ドルを超える水準まで上昇しました。また、パナマックス型以下の中小型撒積船（２～８万重

量トン型）は、昨年度から続く穀物の荷動き増、中国の石炭輸入ソース多様化等に伴い市況はほぼ一貫して上昇基

調となりました。ＶＬＧＣ（大型ＬＰＧ運搬船）市況は、世界経済の回復から６月頃までは上昇局面にあったもの

の、船腹需給は緩和傾向となり総じて低調な推移となりました。

　このような状況下、長期契約に基づく安定収益部分に加え、昨年度の構造改革で収益力を強化したフリー船隊が

市況上昇を享受できたことにより、外航海運事業の売上高は779億33百万円（前年同期比41.0%増）、セグメント利

益（営業利益）は107億２百万円（前年同期は11億79百万円のセグメント利益）となりました。

 

内航海運事業

　当セグメントにおいて、ドライバルクにつきまして、鉄鋼関連貨物は、自動車を中心とした製造業や建設部門の

回復が牽引し、鉄鋼原料および鋼材輸送部門ともに輸送量は前年同期比で増加いたしました。セメント関連貨物は

建設需要増を取り込むことで輸送量は安定し、電力関連貨物も夏季の電力需要増等の要因により輸送量は増加いた

しました。タンカーにつきましては、LNG輸送は昨年度からの反動により輸送量は回復いたしました。LPG輸送は夏

期需要減退期に民生用需要で低迷する局面もありましたが、全体として輸送量は前年同期を上回りました。

　このような事業環境下、内航海運事業の売上高は117億69百万円（前年同期比12.6%増）、セグメント利益（営業

利益）は５億89百万円（前年同期は５億96百万円のセグメント利益）となりました。
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(２) 財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は2,751億17百万円となり、前連結会計年度末比43億57百万円の増

加となりました。このうち流動資産は主として受取手形及び営業未収金の増加により、150億39百万円増加しまし

た。固定資産は主として船舶の減少により、106億82百万円減少しました。

　負債合計は前連結会計年度末に比べ、36億75百万円減少の1,706億83百万円となりました。流動負債は主として

前受金の増加により34億37百万円増加しました。固定負債は主として長期借入金の減少により71億12百万円減少し

ました。

　純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上と配当金支払いの差引による利益剰余金の増加、繰延

ヘッジ損益の増加によるその他の包括利益累計額の増加等により、前連結会計年度末に比べ80億32百万円増加し

1,044億34百万円となりました。

 

(３) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは121億57百万円の収入（前年同期比３億73百万円の収入減）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費によるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは16億52百万円の収入（前年同期は136億75百万円の支出）となりました。

これは主に、船舶の取得による支出10億17百万円と船舶の売却による収入30億28百万円があったことによるもので

す。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは102億63百万円の支出（前年同期は121億33百万円の収入）となりました。

これは主に、長期借入れによる収入と長期借入金の返済による支出の差引86億７百万円の支出によるものです。

 

　以上に現金及び現金同等物に係る換算差額等を加味した現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高

は、前連結会計年度末と比較して35億65百万円増加し、311億78百万円となりました。

 

(４) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(５) 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(６) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(７) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　　　　　　　　　　普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数(株)
（2021年９月30日）

提出日現在発行数(株)
（2021年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,970,679 23,970,679
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 23,970,679 23,970,679 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
 
（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
 

 
（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

2021年７月１日～

2021年９月30日
 － 23,970,679 － 10,300  － 2,524
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

日本製鉄株式会社 東京都千代田区丸の内2-6-1 7,861 33.36

日本郵船株式会社 東京都千代田区丸の内2-3-2 4,324 18.35

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町2-11-3 1,107 4.70

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町1-5-5 798 3.39

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内1-2-1 568 2.41

新建海運股分有限公司 中華民国台北市民権東路三段四号三楼 504 2.14

JPMC GOLDMAN SACHS TRUST JASDEC

LENDING ACCOUNT

(常任代理人　株式会社三菱UFJ銀行)

GOLDMAN SACHS AND CO, 180 MAIDEN

LANE, 37/90TH FLOOR, NEW YORK, NY

10038 U. S. A

(東京都千代田区丸の内2-7-1)

340 1.44

株式会社三菱UFJ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 259 1.10

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海1-8-12 219 0.93

株式会社日本カストディ銀行（証券

投資信託口）
東京都中央区晴海1-8-12 197 0.84

計10名 － 16,182 68.67

（注）１．所有株式数は、千株未満を切り捨てております。

　　　２．上記のほか、自己株式が404千株あります。

 
 
 
（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 404,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 23,522,500 235,225 －

単元未満株式 普通株式 43,979 －
　１単元（100株）

　未満の株式

発行済株式総数  23,970,679 － －

総株主の議決権  － 235,225 －

   (注) 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が合計600株含まれております。

 また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

 「単元未満株式」の欄には、自己株式が19株含まれております。
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②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＮＳユナイテッド海運

株式会社

東京都千代田区大手町

一丁目５番１号
404,200 － 404,200 1.69

計 － 404,200 － 404,200 1.69

　（注）株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が200株（議決権の数２個）ありま

す。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含めております。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）及び「海運企業財務諸表準則」（昭和29年運輸省告示第431号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高   

海運業収益及びその他の営業収益 65,722 89,698

売上原価   

海運業費用及びその他の営業費用 61,155 75,637

売上総利益 4,567 14,061

一般管理費 ※ 2,783 ※ 2,760

営業利益 1,785 11,301

営業外収益   

受取利息 13 2

受取配当金 36 44

持分法による投資利益 17 3

為替差益 - 246

受取補償金 200 －

その他営業外収益 53 114

営業外収益合計 319 409

営業外費用   

支払利息 727 694

為替差損 316 －

デリバティブ損失 74 544

その他営業外費用 236 6

営業外費用合計 1,353 1,245

経常利益 751 10,464

特別利益   

固定資産売却益 3,030 363

特別利益合計 3,030 363

特別損失   

投資有価証券売却損 6 －

特別損失合計 6 －

税金等調整前四半期純利益 3,776 10,827

法人税等 849 2,108

四半期純利益 2,927 8,719

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,927 8,719
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 2,927 8,719

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 55 119

繰延ヘッジ損益 △527 377

為替換算調整勘定 6 △1

退職給付に係る調整額 △30 △49

持分法適用会社に対する持分相当額 △18 33

その他の包括利益合計 △514 480

四半期包括利益 2,413 9,199

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,413 9,199
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（２）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 27,663 31,228

受取手形及び営業未収金 19,779 27,581

棚卸資産 ※ 7,454 ※ 9,500

前払費用 2,947 3,974

デリバティブ債権 92 355

その他流動資産 3,206 3,540

貸倒引当金 △32 △30

流動資産合計 61,109 76,148

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 196,656 185,883

建物（純額） 406 393

土地 703 703

建設仮勘定 650 1,096

その他有形固定資産（純額） 143 130

有形固定資産合計 198,558 188,205

無形固定資産 2,216 2,053

投資その他の資産   

投資有価証券 3,446 3,564

長期貸付金 26 25

繰延税金資産 2,903 2,589

退職給付に係る資産 1,955 1,972

その他長期資産 546 561

投資その他の資産合計 8,876 8,711

固定資産合計 209,651 198,969

資産合計 270,760 275,117
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 10,624 10,147

短期借入金 29,990 27,502

リース債務 349 347

未払金 201 243

未払費用 234 214

未払法人税等 610 2,618

前受金 1,191 5,198

賞与引当金 414 420

役員賞与引当金 74 13

デリバティブ債務 2,484 2,350

その他流動負債 3,760 4,315

流動負債合計 49,931 53,368

固定負債   

長期借入金 114,488 108,147

リース債務 4,380 4,207

繰延税金負債 1,366 640

特別修繕引当金 4,049 4,191

退職給付に係る負債 143 130

その他固定負債 0 0

固定負債合計 124,427 117,315

負債合計 174,358 170,683

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,300 10,300

資本剰余金 17,181 17,181

利益剰余金 70,347 77,899

自己株式 △995 △995

株主資本合計 96,833 104,385

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 911 1,030

繰延ヘッジ損益 △1,655 △1,278

為替換算調整勘定 △85 △53

退職給付に係る調整累計額 399 350

その他の包括利益累計額合計 △431 49

純資産合計 96,402 104,434

負債純資産合計 270,760 275,117

 

EDINET提出書類

ＮＳユナイテッド海運株式会社(E04239)

四半期報告書

12/20



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,776 10,827

減価償却費 8,701 8,921

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △3

賞与引当金の増減額（△は減少） △14 6

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △40 △60

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 26 138

退職給付に係る資産及び退職給付に係る負債の増

減額
△95 △99

受取利息及び受取配当金 △49 △46

支払利息 727 694

為替差損益（△は益） 107 △20

持分法による投資損益（△は益） △17 △3

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △3,030 △363

投資有価証券売却損益（△は益） 6 －

営業債権の増減額（△は増加） 2,507 △7,802

棚卸資産の増減額（△は増加） 483 △2,046

営業債務の増減額（△は減少） 54 △477

未払金の増減額（△は減少） 157 74

前受金の増減額（△は減少） 202 4,007

その他 △56 △311

小計 13,442 13,438

利息及び配当金の受取額 155 101

利息の支払額 △744 △704

法人税等の支払額 △324 △679

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,529 12,157

投資活動によるキャッシュ・フロー   

船舶の取得による支出 △17,020 △1,017

船舶の売却による収入 3,434 3,028

その他の固定資産取得による支出 △102 △29

その他の固定資産売却による収入 4 －

投資有価証券の取得による支出 △1 △2

投資有価証券の売却及び償還による収入 9 －

その他 1 △328

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,675 1,652

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 300 △300

長期借入れによる収入 36,112 2,715

長期借入金の返済による支出 △23,303 △11,322

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △799 △1,180

その他 △176 △175

財務活動によるキャッシュ・フロー 12,133 △10,263

現金及び現金同等物に係る換算差額 △92 19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,895 3,565

現金及び現金同等物の期首残高 19,753 27,613

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 0

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 30,649 ※ 31,178
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19号及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

 

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

 

（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症の影響に関し、当社グループでは厳重な対策を実施して事業活動継続をしておりま

す。

　前事業年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う

会計上の見積りについて、重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　一般管理費のうち主要なものは次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
　　至 2021年９月30日）

役員報酬及び従業員給与 1,488百万円 1,397百万円

減価償却費 113 112

賞与引当金繰入額 241 238

退職給付費用 55 31

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　棚卸資産

　棚卸資産の内訳は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2021年９月30日）

原材料及び貯蔵品 7,454百万円 9,500百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

現金及び預金 30,699百万円 31,228百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △50 △50

現金及び現金同等物 30,649 31,178

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会
普通株式 825 35  2020年３月31日  2020年６月26日 利益剰余金

 

２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

 　期間末後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年10月30日

取締役会
普通株式 707 30  2020年９月30日  2020年12月７日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,178 50 2021年３月31日 2021年６月29日 利益剰余金

 

２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

 　期間末後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年10月29日

取締役会
普通株式 2,238 95  2021年９月30日  2021年12月６日 利益剰余金

 

 

EDINET提出書類

ＮＳユナイテッド海運株式会社(E04239)

四半期報告書

15/20



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 外航海運事業 内航海運事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
55,271 10,452 65,722 － 65,722 － 65,722

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 3 3 188 190 △190 －

計 55,271 10,454 65,725 188 65,913 △190 65,722

セグメント利益 1,179 596 1,775 8 1,783 1 1,785

（注）１.「その他」の区分には、情報サービス業等を含んでおります。

２.セグメント利益の調整額１百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 外航海運事業 内航海運事業 計

売上高        

顧客との契約

から生じる収

益

77,933 11,765 89,698 － 89,698 － 89,698

外部顧客への

売上高
77,933 11,765 89,698 － 89,698 － 89,698

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 4 4 185 190 △190 －

計 77,933 11,769 89,702 185 89,887 △190 89,698

セグメント利益 10,702 589 11,291 8 11,299 2 11,301

（注）１.「その他」の区分には、情報サービス業等を含んでおります。

２.セグメント利益の調整額２百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 124.19円 369.97円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
2,927 8,719

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
2,927 8,719

普通株式の期中平均株式数（千株） 23,567 23,567

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　2021年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………2,238百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………95円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2021年12月６日

（注）2021年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

 

EDINET提出書類

ＮＳユナイテッド海運株式会社(E04239)

四半期報告書

17/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2021年11月10日

ＮＳユナイテッド海運株式会社

取 締 役 会　 御 中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 石田　勝也

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山本　高揮

 

     

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＳユナイテッ

ド海運株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日か

ら2021年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結貸借対照表、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＳユナイテッド海運株式会社及び連結子会社の2021年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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